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鹿児島県総合教育センター

平成31年４月発行

気付きの質を高める学習指導の工夫
－資質・能力の三つの柱を踏まえて－

生活科創設から３回目の学習指導要領改訂においても，気付きを確かなものとしたり，

新たな気付きを得たりするなど，気付きの質を高めることが引き続き求められている。

育成を目指す資質・能力の三つの柱を踏まえた学習指導の工夫について紹介する。

対象

校種

幼稚園 小学校

義務教育学校 特別支援学校

１ 気付きの質が高まるとは

「気付き」とは，児童の主体的な活動によ

って生まれる対象に対する一人一人の認識で

ある。活動の中で得たこれらの気付きは，感

覚的，個別的である。しかし，活動を言葉な

どで振り返ることで，無自覚だった気付きが

自分の中で明確になったり，個々の気付きを

関連付けたり，対象のみならず自分自身につ

いての気付きが生まれたりすることが可能に

なる。このような気付きの質の変容を生活科

では「気付きの質が高まった」という。

２ 指導上の課題

研修会等におけるグループ協議では，次の

ような悩みが出されることも多い。

・ 児童の振り返りカードに「楽しかった」しか出

てこない。

・ 学校によって学習活動が異なるため，児童が何

に気付くようにすればよいかが曖昧。

生活科では，自校の児童の実態や地域の環

境等を踏まえつつ，学習指導要領における内

容⑴～⑼を組み合わせて単元を構成し，学校

独自の年間指導計画を作成することとなって

いる。しかし，学習活動や地域人材，場所，

道具，安全上の留意点などに関する情報に終

始し，「何に気付くか」など「どんな力を身

に付けるか」が明確に示されていない場合も

ある。

これらの課題を踏まえ，平成29年告示の学

習指導要領生活では，具体的な活動や体験を

通して育成する資質・能力が具体的になるよ

う，目標だけでなく各内容も見直された。

３ 生活科の各内容の構成要素

内容⑴～⑼は，その全てがア「学習対象・

学習活動等」とイ～エ「育成を目指す資質・

能力の三つの柱」の計四つの要素が構造的に

組み込まれた一文で示されている（表）。

表 生活科における内容の構成要素

H20 要素 学習対象・学習活動等 思考・認識等 能力・態度等

分けて明示

H29 要素 ア 学習対象・学習活動等 イ 思考力，判断力，表現力等の基礎 ウ 知識及び技能の基礎 エ 学びに向かう力,人間性等

児童が直接関わる学習 気付いたこと，できるようになったこ 何を感じたり，何に気 どのような心情，意
対象や実際に行われる学 とを使って，どう考えたり，試したり， 付いたり，何ができるよ 欲，態度などを育み，よ
習活動等 工夫したり，表現したりするか うになったりするか。 りよい生活を営むか

内容上
～する活動を通して

～することができ（考える・捉える・見付ける・工夫 ～が分かり
～しようとする

の表現 してつくる・想像したり選んだりする・働きかける) ～に気付き



*1 田村 学 監修，日本生活学科・総合的学習教育学会大分県支部 編集『小学校学習指導要領生活科の内容等構造図』（平成30年４月）

及び『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説生活編』の内容⑹を基に筆者加工
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これにより，平成20年告示において一体的に

表されていた「思考・認識等」は，イ「思考

力，判断力，表現力等の基礎」とウ「知識及

び技能の基礎」の二つに分けて明示されてい

ることが分かる。

例 内容⑹「自然や物を使った遊び」

身近な自然を利用したり，身近にある物を使った
ア

りするなどして遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う
イ

物を工夫してつくることができ，その面白さや自然の
ウ

不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊
エ

びを創り出そうとする。

例えば，内容⑹を主たる内容とした単元に

おいて，児童が「気付くようにする」ことは

「遊びの面白さや自然の不思議さ」となる。

指導に当たっては，児童の気付きが一時的・

表面的な「面白かった」にとどまることのな

いよう，「遊びの面白さや自然の不思議さ」

が何であるかなど，『小学校学習指導要領

（平成29年告示）解説生活編（以下『解説』

という。）』を基に，図１のように資質・能

力の三つの柱に沿って児童の姿を具体的に想

定し，それを確かに表出させるための学習活

動を工夫していくことが重要である。

図１ 内容⑹「自然や物を使った遊び」の構造図*1

４ 気付きの質を高める学習指導の工夫

『解説』の「改訂の要点」では，学習指導

の改善・充実のポイントして，次のことも示

されている。

・ 具体的な活動や体験を通して気付いたことを基

に考え，気付きを確かなものとしたり，新たな気

付きを得たりするようにするため，活動や体験を

通して気付いたことなどについて多様に表現し考

えたり，「見付ける｣，｢比べる｣，｢たとえる｣，に

加え，｢試す｣，｢見通す｣，｢工夫する」などの多様

な学習活動を行ったりする活動を重視する。
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「表現」というと，活動後に振り返りカー

ド等にかく活動をイメージしがちであるが，

活動や体験の途中における表現が，気付きの

質の高まりに大きく影響する。なぜなら，児

童は自分の活動の意味や価値を意識しないま

ま感覚的に活動や体験を行っていることが多

い。そこで｢どうして～したの｡｣と意図を尋

ねることで，自分の行為を自覚し，行為と事

象との関係に気付き，その行為の価値に気付

くことができる。こうして気付きを自覚化し

たり，更には，個々の気付きを伝え合って共

有したりすることで，気付いたことを基に類

似点や共通点，相違点を見付けて新しい概念

に気付いたり，関連付けたりすることができ

るようになる（図２）。また，同じ思いや願

いをもった児童同士でのグループ編成等によ

り，児童同士の伝え合いが生まれ，活動しな

がら気付き考え，考えることで新たな気付き

が生まれ次の活動に向かう。

このように教師は，児童の思いや願いに寄

り添いながら，単元における資質・能力の三

つの柱を踏まえ，「知識及び技能の基礎」に

つながる児童の気付きを捉えて自覚化させた

り，「思考力，判断力，表現力等の基礎」に

示された｢見付ける｣，｢比べる｣，｢試す｣など

の学習活動を単元構成，学習環境の設定，言

葉掛けによって意図的に位置付け，気付きの

質を高めていく必要がある。

以下に，３，４を踏まえた「気付きの質を

高める学習指導の工夫例」を示す。

自覚的・関係的な
新たな気付き

目当てをもち，
次の活動や体験へ

調べてみたい

試してみたい

なるほど，
そうか!!

気
付
い
た
こ
と
を
基
に
考
え
る
活
動

【分析的に考える】
見付ける，比べる
分類する，たとえる
関連付ける

視点や立場を変える

【創造的に考える】
予測する，見通す
試す，見立てる
工夫する，選択する

だったら，
～なるかも…

身近な生活に関わる
見方・考え方を生かす

活動や体験を行う

無自覚的・個別的
な気付き

見付けた

分かった

気付いた

できた

がんばった

工夫・協力した

できない，困った

不思議，なぜ？

どうしたら？

嬉しい，楽しい

面白い，きれい

すごい，素敵だ

表現する活動

【自覚化】
教師や友達からの

問い掛けに答える。
カード等にかく。

【自覚化】

【共有化】

言葉や絵，動作等。
多様な方法で振り返

り，伝え合う。

【共有化】

図２ 気付きの質が高まる学習過程

⑴ 小単元名（実施学年等） 「みずで あそぼう」（第１学年 ７月）

⑵ 小単元の目標

ア 水や身近な空き容器などを利用して遊びを創り出すことの面白さや水のもつ性質の不思議さ，工夫してよ

り楽しい遊びを創り上げることのできた自分の成長に気付くことができる。（知識及び技能の基礎）

イ 材料や遊ぶ場所の特徴，水の量や押し方などを基に様々な水の出し方を試したり，遊びや遊びのルールを

工夫したりしている。（思考力，判断力，表現力等の基礎）

ウ 「もっと楽しく遊びたい」という思いや願いを基に，水や身近な空き容器などを使った水遊びに進んで取

り組んでいる。（学びに向かう力，人間性）

過程 学習活動 児童の気付き 学習指導の工夫（学習形態や学習環境構成，教師の言葉掛け）

○ 水と空き容器でどんな遊び

をしてみたいか考え，遊ぶ。

○ 活動を振り返り，次の時間
にしたいことを話し合う。

・ もっと遠く飛ばしたい。

・ 虹を作りたい。

・ 材料を集めたい。

・ 日陰で描けば消えないかも。

思
い
や
願
い
を
も
つ

（
１
時
間
）

思いや願いを引き出す導入

教師がシャワー状キャップを付け

たペットボトルから自分の腕等に水

をかける様子を見せ，その感想から

児童のしたい遊びを引き出す。

気付きを引き出す材料の選択

キャップは，穴一つのもの（穴の大きさを

変える），シャワー状のもの，空き容器は，

硬さが異なる材質のものを用意し，穴の数

や大きさ，容器の材質によって様々な飛び

出し方があることへの気付きを引き出す。

児童の実態に応じて材料の数を調節し，

押し方や水の量の工夫，児童自身による材

料集めや改良など，もっと楽しく遊びたいと

いう思いや試したいアイディアを引き出す。

自覚的・関係的な気付き促す言葉掛け

「すごいね。どうしたらそんなに飛

ぶの」と尋ねる。また，大きめの声で

称賛し，他の児童が自分の飛ばし

方と比較して違いに気付くようにす

る。「ぼくの方がもっと飛ぶよ」「競争

しよう」と新たな遊びに発展させる。

遊びの工夫を引き出す環境構成

バックネットやリレーゾーンなど，

距離や高さ比べの目印となるもの，

日なたと日陰など，遊びの工夫につ

ながる場所を選択する。日光の向き

等を次時と統一し，午前中に行う。

次時への意欲を高める振り返り

「もっと遊びたい」という余韻を残して，活

動を振り返る。様々な気付きの共通点や根

拠，問題点を解決するアイディア等を問い

掛け，「もっと～したい」，「自分（たち）の考

えた方法がうまくいくか試したい」，など，工

夫・協力してもっと楽しく遊びたいという次

時への意欲を高める。（図２を参照）

・ 冷たくて気持ちよさそう。

・ 自分も水かけして遊びたい。

・ よく飛ぶのとあまり飛ばないの

とがある。

・ 友達と競争したいな。

・ 水の粒がネックレスみたい。

・ 虹が見えた。

・ 絵を描くときは，勢いよく出な

い方がいい。

・ 描いた絵が消えてしまった。
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過程 主な学習活動 児童の気付き 学習活動の工夫（学習形態や学習環境構成，教師の言葉掛け）

○ 材料や遊ぶ場所の特徴，水

の量や押し方などを基に水の

出し方やルールを工夫しなが

ら遊ぶ。

○ 活動を振り返り，次時の活

動への見通しをもつ。

○ 活動を振り返り，気付いた

ことを言葉や動作で伝える。

○ 伝え合いでの気付きも踏ま

え，家の人などに伝える「き

いて きいてカード」を書く。

○ 夏休みにやってみたい遊び

について話し合う。

（鹿児島市立坂元台小学校岩下弥生教諭の実践を基に作成）

活
動
す
る

（
２
時
間
）

・ やったあ。穴の小さいキャップ

に変えたら，思ったとおり遠くま

で飛んだよ。

・ 体を回転させて勢いを付けた

ら，もっとよく飛ぶよ。

・ 水は満タンの方がいいね。

・ この線に並んで，｢せーの｣で飛

ばそう。

・ だれが一番飛んだか分からな

かったよ。

・ 順番にしたらいいんじゃない?

・ 地面がぬれた所だらけになっ

て分からなくなっちゃった。

・ 石を置いて目印にしたら？

・ 地面に○を描いて，的当てをし

よう。

・ 近くと遠くで点数を変えたら面

白くなるんじゃない？

・ 虹が出る時と出ない時がある。

思いや願いを引き出す導入

前時の活動の記録写真（右枠○A ）

を掲示して活動を想起させ，各自の

目当てが明確になるようにする。

また，楽しく遊ぶためのルールを

考えさせ，必要に応じて提案する。

前時からの意欲を継続させる工夫

児童自らが材料を集められるよう，第1時

から1週間程度空け，期間を確保する（学級

通信等による早めの協力依頼）。また，生活

科室に材料コーナーを整備し，日常的に廃

材を集めるようにすることも考えられる（学校

探検や給食時間等との関連）。

水を使った遊びの本をまとめて借り，教

室に閲覧コーナーを設ける。

前時の児童の発言をメモやICレコーダー

等で記録しておき，気付きや工夫，次時で

したいことなどを吹き出しカードに記入す

る。カードを拡大した活動の写真に貼付し，

教室に掲示しておく。…○A

次時への意欲を高める振り返り

活動の時間を十分に確保し，様々な気

付きや工夫や協力によりやり遂げられた喜

びを伝えたい気持ちが高まるようにする。

終末時，２～３人に発表させ，称賛する。

挙手する児童がたくさん残る中で発表を切

る。「すごいなぁ。みんな“聞いて聞いて”

が，まだまだいっぱいありそうだね。続きは

次の時間にたくさん聞かせてね。」と称賛し

て締めくくり，伝えたい意欲を高める。

自覚的・関係的な気付き促す言葉掛け

１回飛ばす度に水を注ぎ足してい

る児童に「どうしてまだ水が入ってい

るのに何回も足すの」と尋ね，水量と

飛ぶ距離との関係に気付かせるとと

もに，発見を称賛し価値付ける。

気付きを促し意欲を持続させる工夫

水分補給等の小休止で会話を促し，課

題や工夫を共有させ，見通しをもたせる。

伝え合いを促す環境構成

同じ思いや願いをもつ児童同士

での伝え合い(表現)やそれに基づく

試行・工夫(体験)が連続的に行われ

るよう｢①高く飛ばす｣,｢②遠くに飛ば

す」,｢③トンネル・虹」,｢④お絵かき」,

｢⑤的当て｣で活動場所を分ける。

視点を生かした振り返り

国語の「わけを はなそう」の単元

（気持ちや感じ方とその理由となる

出来事を話す）での学習を生かし，

例えば「わたしは，うれしかったよ。

どうしてかというと，○さんと力

を合わせて，虹ができる秘密を見

付けたからです」と，

の視点を明確にした振り返りがで

きるカードを用意する。

遊びの工夫を引き出す言葉掛け

「いっぱい飛んだよ」と報告する児

童に「すごいね。どれくらい飛んだ

の。どこからどこまでかな。」と尋ね，

リレーゾーンのラインを活用すること

や，着地点に石を置くなどのルール

の工夫に気付くようにする。

新たな気付きを促す振り返り

振り返りの視点（ ， ， 詳細は図２

参照）を示し，気付いたことを発表させる。

①～⑤の活動グループでまとまって黒板

の前に集まり，気付いたことを基に考えた

り，話し合ったりすることができるようにする。

気付きを板書し，「黒板が で

いっぱいになったのはどうしてかな」と尋ね

ることで，成長した自分たちのよさ，ルール

を守ることの大切さへの気付きを促す。

振
り
返
る
・
生
か
す

（
１
時
間
）

５ まとめ

気付きの質を高めることは，｢資質・能力｣

の育成のための「主体的・対話的で深い学び

の実現」にほかならない。各学校においては，

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通

し，その中で育む資質・能力の育成に向け，

各単元の指導計画や年間指導計画を作成して

いくこととなる。『解説』における「各内

容」を手掛かりに，育成を目指す資質・能力

の三つの柱に沿って具体的な児童の姿を明確

にし，それらを表出させるための学習活動が，

学習環境や教師の言葉掛けなどの工夫によっ

て確実に位置付けられることを期待する。
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